
2022年度の電力需給の見通しと節電のご協力のお願いについて 

 

2022 年 6 月 17 日 

電 気 事 業 連 合 会 

送 配 電 網 協 議 会 

 

今年度の非常に厳しい電力需給の見通しを踏まえ、国の審議会でその対策の

検討が進められ、本年 6 月 7 日、政府の「電力需給に関する検討会合」におい

て、今年度の電力需給の見通しと総合的な対策がとりまとめられました。 

 

今年度の電力需給について、夏は東北・東京・中部エリアで 7 月の予備率が

3.1％と安定供給に最低限必要な予備率 3％をわずかに上回る非常に厳しい見通

しとなるとともに、冬は東京から九州にかけての 7 エリアで予備率 3％を下回

るなど、東日本大震災以降で最も厳しい見通しとなりました。加えて、ここ数年

の需要の増加傾向や、ウクライナ情勢の影響による燃料調達リスクの高まりを

踏まえると、電力需給の見通しは極めて厳しく、予断を許さない状況にあると認

識しております。 

 

そのため、私どもとしても、まずは当面の厳しい需給状況を乗り越えるべく、

設備トラブルによる供給力の減少リスクに備え、適切な設備保全や燃料確保に

努めるほか、kW 公募や kWh 公募といった追加の供給力確保策に加え、需要面

では節電を呼びかけるとともに、ディマンドリスポンスの普及拡大に向けた検

討を進めるなど、需給両面で最大限の取り組みを行ってまいります。 

 

皆さまには、無理のない範囲でできる限りの節電にご協力いただきますよう

お願いいたします。 

 

2022 年度夏季の電力需給見通し※（単位：％） 
 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄 

7 月 21.4 3.1 3.8 28.2 

8 月 12.5 4.4 22.3 

9 月 23.3 5.6 19.7 

※ 10 年に一度の猛暑を想定した需要に対する予備率 

 （6／7 電力需給に関する検討会合資料より作成） 

 

＜別紙＞省エネ・節電お役立ち情報 

 

＜参考＞電気事業連合会「省エネ・節電お役立ち情報」 

https://www.fepc.or.jp/sp/powersaving/index.html 

 

以 上 

https://www.fepc.or.jp/sp/powersaving/index.html


別紙

○ 涼しい場所をみんなでシェアするクールシェアリングに取り組む。

○ 電気製品の無駄な使用を控える。

○ 省エネモードがある電気製品は、省エネモードで使用する。

○ 使用していない電気製品のプラグはコンセントから抜く。

すぐにできる省エネポイント

みなさんのご家庭でできる

効果的な省エネ・節電の方法の一例をご紹介します。

詳しくはＨＰをご覧ください。



効果的な家電の使い方
※消費電力の削減量、CO2の削減量、節約金額は年間での影響

（冷房期間 3.6か月（6月2日～9月21日）112日、使用時間：9時間／日）





電気事業連合会

詳細はこちら→

出典：資源エネルギー庁ウェブサイト https://www.fepc.or.jp/sp/powersaving/index.html

省エネ家電の選び方


